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《
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
》

　

二
〇
一
九
年
五
月
一
日
、
元
号
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
替
わ
り
ま
し
た
。

四
月
一
日
、
官
房
長
官
が
「
令
和
」
の
文
字
を
揚
げ
る
テ
レ
ビ
中
継
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
見
、
新
聞
の
号
外
を
手
に
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

速
報
を
見
聞
き
し
て
、
国
民
は
瞬
時
に
、
ほ
と
ん
ど
時
差
な
く
新
元
号
（
と
そ
の

新
元
号
の
伝
わ
り
方　

―
萩
藩
の
場
合
―

山
﨑 

一
郎

【図１】「公儀事諸控」より「文政之年号天保と
改元之事」（41 公儀事 19〈14 の 13〉）

「公儀事諸控」
　萩藩から幕府への届書・願書・伺書等
の提出、および大目付廻状をはじめとす
る幕府からの通達類の受取に関する記事
を中心に、ひろく萩藩と幕府間の出来事
をまとめた記録シリーズ。万治 2 年～天
保 2 年（1659 ～ 1831）分 261 冊が毛利家
文庫に残る。藩重職当役に付属する御用
所で作成され、御用所の記録全体を統括
する位置を占めます。「諸事少々控」シリ
ーズと対をなすものです。

文
字
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
代
と
は
異
な
る
江
戸
時
代
、
萩
藩
の
ひ

と
び
と
は
ど
の
よ
う
に
し
て
改
元
を
知
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
（
以
下
41
公
儀
事
「
公

儀
事
諸
控
」
・
17
年
表
14
「
明
暦
以
来
改
元
覚
」
に
よ
る
）
。

《
幕
府
か
ら
諸
大
名
へ
》

　

江
戸
時
代
の
改
元
に
は
、
①
天
皇
代
始
改
元
、
②
革
命
革
令
改
元
（
辛
酉
・
甲
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江戸城で新元号を確認する大名たち
1704 年、大地震をきっかけに「元禄」から「宝
永」へと改元されます。江戸城白書院で老中
が改元を申し渡した後、新元号「宝永」の文
字を記した「高檀紙」（高級楮紙）が「小広
蓋（お盆）」に載って廻され、大名たちがそ
れを「順覧」したことが「公儀事諸控」に記
されています（41 公儀事 4〈18 － 18〉）。

子
の
改
元
）
、
③
変
異
・
災
異
改
元
（
京
・
江
戸
で
の
地
震
や
大
火
を
契
機
）
が

あ
り
ま
し
た
。
改
元
の
方
針
が
朝
廷
・
幕
府
間
で
決
ま
る
と
、
朝
廷
が
複
数
の

元
号
案
を
幕
府
に
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る
幕
府
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
朝
廷

が
新
元
号
を
決
定
し
ま
し
た
（
久
保
貴
子
氏
『
近
世
の
朝
廷
運
営
』
参
照
）
。
こ

れ
を
受
け
て
幕
府
は
、
江
戸
に
い
る
大
名
に
登
城
を
命
じ
（
惣
出
仕
）
、
江
戸

城
で
老
中
か
ら
大
名
へ
改
元
を
伝
え
ま
し
た
。
「
公
儀
事
諸
控
」
を
み
る
限
り
、

一
七
三
六
年
、
「
享
保
」
か
ら
「
元
文
」
へ
の
改
元
時
以
降
、
江
戸
城
で
の
申
し

渡
し
後
、
大
名
間
で
の
触
伝
達
ル
ー
ト
（
回
覧
板
形
式
で
の
触
伝
達
。
「
同
席
触

廻
状
」
。
本
第
二
部
「
幕
令
の
伝
達
」
参
照
）
を
使
い
、
改
元
の
通
達
と
新
元
号

を
記
し
た
「
御
書
付
」
【
図
１
】
が
廻
覧
さ
れ
周
知
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
藩
主
帰

国
中
の
大
名
の
場
合
、
こ
の
廻
覧
を
各
家
の
江
戸
留
守
居
役
が
受
け
取
り
、
正
式

に
改
元
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
形
式
以
前
で
は
、
江
戸
城
で
の
申
し

渡
し
以
外
の
通
達
は
な
く
、
藩
主
が
登
城
で
き
な
か
っ
た
年
の
萩
藩
は
、
留
守
居

役
人
が
老
中
宅
へ
出
向
き
、
改
元
実
施
と
そ
の
後
の
対
応
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

《
江
戸
か
ら
国
許
へ
》

　

藩
主
の
在
江
戸
、
在
国
に
関
わ
ら
ず
、
改
元
の
報
は
江
戸
か
ら
国
許
へ
早
飛
脚

で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
萩
藩
の
場
合
、
早
け
れ
ば
一
二
～
一
四
日
ほ
ど
で
萩
城
に

改
元
の
報
を
届
け
て
い
ま
す
。
参
勤
交
代
で
は
江
戸
～
萩
間
に
三
〇
日
ほ
ど
を
要

し
ま
し
た
か
ら
、
か
な
り
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
す
。
報
告
を
受
け
た
国
許
で
は
、

当
職
所
が
中
心
と
な
り
、
各
支
藩
、
藩
内
の
家
臣
・
領
民
へ
と
通
知

し
ま
し
た
。
長
府
藩
な
ど
各
支
藩
（
除
く
岩
国
）
は
、
江
戸
で
み
ず

か
ら
情
報
を
得
た
場
合
で
も
、
以
前
か
ら
の
慣
習
に
よ
り
、
本
藩
＝

萩
藩
か
ら
通
知
を
受
け
取
る
形
が
続
い
た
よ
う
で
す
。

《
藩
内
へ
の
通
知
～
佐
郷
島
の
例
～
》

　

藩
内
領
民
へ
は
、
当
職
所
→
郡
奉
行
→
代
官
→
大
庄
屋
→
畔
頭
と

い
う
ル
ー
ト
で
改
元
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
城
で
の
申
し
渡
し

か
ら
ど
の
く
ら
い
の
時
を
要
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
八
〇
一
年
平
生
湾
の
佐
郷
島
（
現
平
生
町
）
の
畔
頭
佐
川
家
へ

「
寛
政
」
か
ら
「
享
和
」
へ
の
改
元
が
伝
え
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
は
、

　

①
二
月
一
三
日
江
戸
城
で
大
名
に
改
元
が
伝
え
ら
れ
る
。

　

②
二
六
、
二
七
日
頃
、
改
元
を
伝
え
る
江
戸
留
守
居
役
の
書
状
が

萩
に
届
く
。
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③
二
八
日
、
今
月
一
三
日
に
江
戸
で
改
元
が
告
げ
ら
れ
た
こ
と
、
領
内
で
も

二
八
日
を
も
っ
て
「
享
和
」
に
改
元
す
る
こ
と
が
当
職
所
か
ら
郡
奉
行
へ
通

知
さ
れ
、
さ
ら
に
郡
奉
行
が
各
代
官
へ
通
知
。

　

④
三
月
初
旬
、
上
関
宰
判
の
代
官
所
役
人
が
上
関
宰
判
の
大
庄
屋
へ
③
を
伝
達
。

　

⑤
三
月
一
〇
日
、
大
庄
屋
が
管
内
の
上
関
島
々
庄
屋
へ
③
を
伝
達
。

　

⑥
上
関
島
々
庄
屋
が
佐
郷
島
な
ど
管
内
島
々
へ
通
知
。

と
い
う
流
れ
で
し
た
（
平
生
町
佐
川
家
文
書
九
「
大
公
儀
其
外
御
触
書
」
）
。
江
戸

城
で
の
申
し
渡
し
後
、
ほ
ぼ
一
ヶ
月
で
佐
郷
島
ま
で
改
元
の
報
が
正
式
に
届
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
佐
郷
島
を
は
じ
め
、
当
時
交
通
の
大
動
脈
で
あ
っ

た
瀬
戸
内
海
の
各
地
で
は
、
情
報
が
す
ば
や
く
行
き
交
い
、
上
記
の
よ
う
な
藩
の

ル
ー
ト
に
拠
ら
な
く
と
も
、
よ
り
早
く
改
元
を
知
り
得
た
で
し
ょ
う
。

《
い
つ
か
ら
新
元
号
を
使
う
の
か
》

　

改
元
の
通
知
後
、
新
年
号
は
い
つ
時
点
か
ら
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

①
「
明
暦
」
か
ら
「
万
治
」
へ
の
改
元
の
場
合(

一
六
五
八
年)

、
江
戸
城
で

の
改
元
通
知
が
七
月
二
八
日
、江
戸
の
町
触
で
は
八
月
一
日
よ
り
文
書
に
「
万
治
」

を
用
い
る
よ
う
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
萩
藩
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
「
万
治
」
を
使

用
す
る
よ
う
国
許
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

②
「
天
和
」
か
ら
「
貞
享
」
へ
の
改
元
の
場
合(

一
六
八
四
年)

、
江
戸
城
で

の
改
元
通
知
が
二
月
二
八
日
、
幕
府
は
文
書
に
は
三
月
一
日
か
ら
「
貞
享
」
を
使

う
よ
う
に
指
示
し
、
萩
藩
も
国
許
に
そ
の
よ
う
に
連
絡
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ

を
伝
え
る
書
状
が
江
戸
を
発
し
た
の
は
、
二
月
二
八
日
、
書
状
が
届
き
各
支
藩
に

連
絡
し
た
の
が
三
月
一
〇
日
で
す
。
後
追
い
で
文
書
の
年
号
を
書
き
換
え
る
な
ど
、

執
務
上
で
混
乱
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

③
「
宝
永
」
か
ら
「
正
徳
」
へ
の
改
元
の
場
合(

一
七
一
一
年)

、
江
戸
城

で
の
改
元
通
知
が
あ
っ
た
の
が
五
月
一
日
、
四
日
付
け
で
国
許
に
書
状
を
送
り
、

一
八
日
に
国
許
に
書
状
が
届
き
ま
し
た
。
書
状
が
届
い
た
一
八
日
か
ら
「
正
徳
」

を
用
い
る
こ
と
に
し
、
「
証
文
等
之
儀
」
（
公
文
書
や
各
種
証
文
類
）
は
五
月
一
日

分
か
ら
「
正
徳
」
に
す
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
ま
す
。

（
本
稿
は
、
山
口
県
文
書
館
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
同
館
で
行
わ

れ
た
第
一
四
回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
ブ
ズ
ウ
イ
ー
ク
の
展
示
解
説
シ

ー
ト
「
情
報
と
記
録　

つ
た
え
る
つ
な
ぐ
文
書
館
♯
09
ツ
タ
エ
ル
・
ツ
タ

ワ
ル
⑤
」
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
）


